
 

 

 

 

 

 

 

 

≪火災の状況≫ 

 令和４年に中標津町で発生した火災は９件で、昨年に比べ１件増

加しています。火災による負傷者・死者はいませんでした。９件の

うち、ほとんどが不注意から発生しています。今一度、火の元・火

の取扱いには注意してください。 

火 災 種 別 建 物 火 災  車 両 火 災 その他火災 合 計 

火 災 件 数 ６件 １件 ２件 ９件 

 

 

  

 令和４年（１～９月）に全国で発生した火災は 27,432 件でした。火災件数は昨年に比べ 

463 件（1.7％）増加しています。火災による負傷者は 4,238 人（昨年 4,111 人）、死者は 

1,027 人（昨年 1,016 人）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防署だより 
２０２２年度全国統一防火標語 ｢お出かけは、マスク戸締り、火の用心｣ 

 

ホームページ httpｓ://www.nakashibetsu.jp/kurashi/bohanbosai/shobo/ 

第１３５号（令和５年２月号） 

電話番号 （０１５３）７２－２１８１   災害案内 （０１５３）７２－１１４４ 
発行：中標津消防署 



 

 

 

 

電気火災は家電製品を正しく使い、故障や不具合を早く発見することにより防ぐことが出来

ます。使用前に説明書を読み、下記の注意点をチェックしましょう。 

 

周りに物を置かない。 

→特に燃えやすい物やガスボンベは置かないようにしましょう。スト― 

ブの上で洗濯物を乾かさないようにしましょう。 

就寝時や外出時に必ず電源を切る。 

→寝返りなどで布団が近くにあるストーブに接触するおそれがあります。 

ほこりが被った状態で使用しない。 

→ストーブ本体だけでなくコンセント周りのほこりもきれいにしてから使用しましょう。 

 

 

電気こたつ内に物を入れない。 

→座椅子等を中に入れない、ヒーターユニットカバーに上掛 

 け布団が接触しないように気を付けましょう。 

電源コードをこたつの脚で踏まない。 

→断線の原因となり、大変危険です。 

 

 

折り曲げたり、ねじれをつくらない。 

→断線し、ショートする可能性があります。 

コードを抜く際はプラグ本体を持って行う。 

→コードを引っ張って抜くことでコードを痛める可能性があります。 

タコ足配線にしない。 

→テーブルタップの定格ワット数を超えないように使用し、定期的に 

ほこりなどを清掃しましょう。 

 

電気ストーブ 

電気こたつ 

電源コード 



  

 

 

 

 火災原因 件数 

たき火 2,488 件（9.1％） 

たばこ 2,434 件（8.9％） 

こんろ 1,946 件（7.1％） 

放火 1,580 件（5.8％） 

火入れ 1,520 件（5.5％） 

火災種別 火災件数 

建物火災 14,781 件 

林野火災 1,056 件 

車両火災 2,486 件 

船舶火災 66 件 

航空機火災 ２件 

その他火災 9,041 件 


